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地域の概要

日間賀島

日間賀島は本土から最短距離で1.8㎞の東海上にある面
積0.77㎞、周囲6.6㎞の島で、島内全域が三河湾国定公園に
指定されています。地質は師崎層群の最も下部の地層から
成り立っていて、砂岩、泥岩、凝灰岩等でできており、島
の中央にある標高30.2ｍの小高い丘を中心として、周囲に
向かってなだらかな丘陵地を形成しています。
人家は、東海岸の里中地区と西海岸の西浜地区の漁港付

近に密集し、それぞれ集落を形成しており、その人口は愛
知県内の有人離島3島の中で最も多く(1,839人、619世帯：
R2.6末日)、また、周囲を豊かな漁場に恵まれていること
から、漁業、水産加工業及び宿泊・飲食サービス業が主た
る産業となっています。
観光は交通の便も比較的良く、宿泊施設も多く、受入体

制も整っています。海水浴や釣り目的の観光客が多く、平
成30年は年間約23万4千人が訪れています。近年では、稚
魚の放流や魚礁の設置等によって漁獲量が増えたフグが特
産品に加わったことから、「多幸（タコ）の島、福（フ
グ）の島」としてPRに努めており、四季を通じた観光地
として多くの人で賑わっています。



団体の概要

（平成19年11月19日設立、平成21年３月１日南知多町により協議会認定活動年数：12年８ケか月、
協議会認定後活動年数：11年４ケ月）

日間賀島まちづくり協議会については、平成19年11月19日に設立され、平成21年３月
１日に南知多町から協議会認定された最初の２団体のうちの１つで、「日間賀島地区の
活性化と経済の発展を推進し、福祉の向上を資すること」を目的として設立されました。
その構成については「日間賀島まちづくり協議会 規約」に規定されており、(1) 日間賀
島地区在住又は在勤者でこの会の目的に賛同したもの、(2) この協議会の目的に賛同す
る法人及び団体、(3) 協議会の事業推進に必要と認められるものであり、漁業協同組合
や観光協会、商工会など他業種に渡る。令和２年４月１日現在の会員は45名で、漁業、
観光、地元区及び地域住民との職業を超えたパイプ役としての機能を果たしています。
日間賀島まちづくり協議会は部会制をとっており、①漁業部会②観光部会③一般部会④
事務局の４部会により構成されています。



「朝市夕市開催～漁港内の清掃・島内散策路の整備等」

（平成20年4月1日～）

体験漁業や日間賀島ドルフィンキッズなどの取組により、子どもたちが自主的におこ
なっている海岸等の清掃活動への支援と島内の海水浴場に南知多ビーチランドからやっ
てくるイルカのお世話などの機会の創設により、豊かな自然を守るために必要なものは
何かを子どもたち自らが考え、学び、命を大切にする心を育むことを目的としたこれら
の事業により、日間賀島の青少年の健全育成が図られている。また、漁業・観光・住民
等の垣根を超えた取組として、朝市・夕市を定期的に島内で開催し、島民の知・情・技
が活かされた「心ある街づくり」を進めている。

活動の概要 漁業部会



「PRイベントの開催～日間賀島周遊道路の整備等」（平成20年4月1日～）

日間賀島まちづくり協議会が考える地域の活性化の原動力となる企画を展開するとともに、
日間賀島観光協会や漁業協同組合などが主催する事業の支援を実施。また、島内周遊道路にて、
島民からの要望と観光客の夜の散策の安心・安全を考慮した「ソーラーLEDライト」を設置する
などの事業を展開し、更には日間賀島の魅力を発信することを目的として、「日間賀島ＶＲプ
ロジェクト」を実施した。このＶＲプロジェクトにより日間賀島の見どころなどの疑似体験を
通じて日間賀島ならではの魅力を町内外に広く発信をすることができた。令和元年度において
は日間賀島まちづくり協議会が考える日間賀島の見る価値のある８カ所にスタンプ台を設置し、
そのスポットを回ることにより、日間賀島の魅力を凝縮したステンドグラス風の絵が作成され、
自宅にお土産として持ち帰ることができる「日間賀島スタンプラリー」をおこない、島の新た
な魅力発信をおこなっている。

活動の概要 観光部会



活動の概要 観光部会

南知多町全体の観光客数は、直近10年で年々減少しておりますが、日間賀島の観光客数の減少率は他の
地域と比較してもゆるやかで、安定した観光客数を維持しています。その背景には、渡航費の発生という
ハンデを解消するための様々な事業を毎年度展開することにより、継続的な日間賀島のファンを獲得して
います。

南知多町観光客数：H22年 3,810千人 令和元年 2,785千人 減少率約30％

日間賀島観光客数：H22年 284千人 令和元年 220千人 減少率約20％

日間賀島まちづくり協議会、日間賀島観光協会、日間賀島漁業協同組合とともに立ち上げた島内の子ど
もたちが島に誇りを持ち、日間賀島を持続・発展させるための環境づくりの１つとしておこなわれている
「島庭プロジェクト」は、島民が抱える問題の後継者不足の解消や島内景観の整備を目的としておこなわ
れております。島が持つ資源（観光・水産業）を維持することで、島の「なりわい」を永続的に発展させ、
そして、観光客への変化（長期滞在化、多目的化）を促すことで新たな産業の創出へとつなげる取り組み
としておこなわれています。



活動の概要 一般部会

一般部会「ちびっこひろば」の運営（平成21年9月17日～）
島外から嫁いで来ると、どうしても子育ての不安の解消や相談をする環境が限

られたものでした。この課題を解決と保育所入所前の子どもたちの遊び場の設置
を目的として、平成21年９月17日から「ちびっこひろば」が日間賀島まちづくり
協議会により開設されました。これにより母親同士の輪が広がり、保育所入所の
不安や子育ての悩みの解消、子育て情報の共有が図られ、子育てを島民が支え合
い、心のケアをおこなう場として運営しています。また、利用された方からは
「移住当初は、島での子育てに不安を感じていたが、同じく島外から来た方と話
す場ができたことで不安が解消できた。」「お互いに助け合い、情報交換をする
場ができた。」という意見があります。
※開所日：週3日（月水金）午前10時から午後3時まで
利用者数：H28年度 623人 H29年度 445人 H30年度 597人

H31(R01)年度 588人



連携

日間賀島まちづくり協議会を構成する委員には、日間賀島漁業
協同組合、日間賀島観光協会、島のり会、南知多町観光協会、師
崎商工会、日間賀島旅館組合などの団体及び一般住民（島民）か
ら組織されており、日間賀島内における他の団体との協力・連携
が図ることができる機能を持った組織となっている。また、各団
体の実施する催事についても連携・協力並びに意思の統一が図ら
れ、相互に協力体制が確立されている。なお、南知多町と日間賀
島まちづくり協議会との連携・協力についても、南知多町まちづ
くり協議会の事務局を受け持つ地域振興課通じて連携が図られて
いる。



活動実績

《活動財源》

日間賀島まちづくり協議会の活動財源については、補助金、寄付金及びその他の収入をもって充てられており、健

全な財政運営がおこなわれている。

《地域活動参加人員》

日間賀島まちづくり協議会会員のほか、島民及び観光協会等との団体と一体となった多くの取組が実施されている

ことから、島内が一丸となった連携と協働のまちづくりが現在も推進されています。

《主な活動実績》

H27：日間賀島周遊道路整備事業(LED設置) 

H28：日間賀島を元気にする看板設置事業

H29：日間賀島VRプロジェクト（情報発信事業）

H30：日間賀島にあかりを！プロジェクト

H31(R01)：日間賀島スタンプラリー



まとめ

日間賀島まちづくり協議会の事業については、本町のまちづくり協議会の中においても、漁業及び観光業が主たる
産業である本町にあっては、他の独立した団体・組織が協力体制を構築した先進的な事例であり他の地域まちづくり
会のお手本となっている。また、本町においては地域まちづくり会が7団体存在するが、協働の取組の先進地として
他の地域まちづくり協議会のお手本となっている。

また、離島という地域であることは、集客という面においても離島まで船で渡る必要があるため、渡航費の発生が
デメリットであると感じる観光客も少なく存在する。一般的に半島側と比較した場合には、ハンデとなる事例ではあ
るが、そのハンデを感じさせない独創的な事業が展開されている。

特に、日間賀島まちづくり協議会、日間賀島観光協会、日間賀島漁業協同組合とともに立ち上げた島内の子どもた
ちが島に誇りを持ち、日間賀島を持続・発展させるための環境づくりのひとつとしておこなわれている「島庭プロ
ジェクト」は、島民が抱える問題の後継者不足の解消や島内景観の整備を目的としておこなわれております。島が持
つ資源（観光・水産業）を維持することで島の「なりわい」を永続的に発展させ、そして、観光客への変化（長期滞
在化、多目的化）を促すことで新たな産業の創出へとつなげる取り組みとしておこなわれております。



今後の活動 今後の活動

日間賀島まちづくり協議会は、まちづくりを通して各種団体と連
携はもとより、地域全体の「繋ぎ役」として今後も島の発展のた
め努力していきます。

《今後の活動予定》
今後の活動としては、日間賀島周遊道路整備事業(LED設置)や、ちびっこひろばの運営、日間賀島ドルフィンキッズ
などの継続的な活動をしていきます。



ありがとうございました


